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 図 1 汎用旋盤概略図 












































～9 クラス（１クラス 20 名以下）に分け，週一回，
午後の半日を使い，それぞれ 8 回，計 32 回の授業
を 1 年で実施する．旋盤は瀧澤製作所の普通旋盤




























































































4.2.3 成績評価  
成績の配点は，課題の完成度が 50 点満点,出席





4.2.4 学生の反応  








図 2 実習課題 





















械の最小目盛りが 0.04 mm であるにもかかわらず，







80 点を得ている．最低でも 60 点以上の成績を残
してきた．図 3 に実習風景を示す． 
4.2.5 2年次での応用編 





























されたので希望者を募ったところ，6 名（3 年生 5








図 3 実習風景 
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大会」に於いて「優秀賞」を表彰された． 
平成 20 年度は 12 名(内 2 名が女子学生)の受験
者がいたため，2 台の 6 尺旋盤では対応できない
ので，4 尺旋盤に変更した．4 尺旋盤での実技試験
は，機械剛性・精度や操作性など不利な点がある
が，3 名(内 1 名が女子学生) が「優秀賞」を授与
した． 
延べ8年間で46名がチャレンジして全員が高得
点で実技を合格した．その内の 13 名(内 1 名が女
学生)が埼玉県から「優秀賞」を授与された． 
5.2 プロジェクト等…自由に使える設備 
本学では，施設・設備を授業以外でも｢許可書｣
を出せば自由に使用できるようになっている．特
に，学生フォーミュラ，NHK ロボコン，3 年次の
創造プロジェクトや卒業研究・製作時などで活発
に機械や工具などを使用している． 
学生は実習を積んでいるとはいえ，実践的加工
の経験が浅いので，図面の書き方，はめあい方式，
加工方法などを質問に来る．そこで授業だけでは
教えられない現場の知恵や勘所などを吸収して，
びっくりするような独創性のあるものや高精度の
製品を作る学生もいた．また，プロジェクトでは，
先輩から後輩への加工指導など学生間の技能伝承
があり有意義に活用されている． 
6．まとめ 
機械工作実習の授業を通して目指しているもの
をまとめると， 
① 安全について，実際の実習作業を通して安全
意識と安全の基本を身に付けさせる． 
② 切削加工を自分の五感で体験し，個々の潜在
能力や第六感(ひらめき)を引き出す． 
③ 技能から技術を学び，創意工夫や新しいもの
に興味を持つ人材を養う． 
④ ものつくりが好きで，身体を動かすことを厭
わない心豊かなテクノロジスト（技能技術者）
を育てる． 
ことである． 
まだ開学してから１１年間という浅い期間では
あるが，この機械加工実習の授業を受け持って感
じたことは，学生に同じように加工方法・手順を
教えても，学生の意欲や個性・能力によって様々
な作品が出来上がるということである．時には良
い意味での｢こだわり｣を持つ製品など個性豊かな
作品が提出されてくる．まさに技能の暗黙知であ
る．また，休まず一生懸命授業を受けている学生
が多く，教え甲斐もあった．製造業では 3K（きつ
い・汚い・危険）や若者のものつくり離れが問題
にされているが，ものつくり大学の学生にはその
ようなことは関係ないようである． 
今後も本学の特徴である実技・実習授業を更に
充実させ，「現場の技能が分り，広範な知識と多
角的な判断力を持つ人間性が豊かな」学生を数多
く育て，製造技術・生産技術分野などにおいて未
来を担う若い技能技術者（テクノロジスト）を輩
出することを期待している． 
 
 
  
